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６ 議 事 録（要点筆記） 

 

○猫田孝委員長 

ただいまから、社会基盤整備・防災対策特別委員会を開会する。 

本日の委員会は、中間報告について、協議いただくため開催したものである。 

当委員会は、重点調査項目に基づき、テーマを絞り込んだうえで調査検討を行ってきたが、先の特別

委員会において案内したとおり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、視察をはじめとした調

査が十分にできない状況にあることを踏まえ、調査期間が４年程度に延長されたところである。 

本日は、これまでの２年間の調査検討を踏まえ、上半期分の調査内容を、中間報告としてとりまとめ

たいのでよろしく審議願う。 

それでは、審議に入る。中間報告の案については、あらかじめ配布したとおりであるが、意見はない

か。 

（発言する者なし） 

○猫田孝委員長 

  意見もないようなので、案のとおり中間報告を決定したいが、これに異議ないか。 

（「異議なし」の声あり） 

○猫田孝委員長 

  異議がないようなので、そのように決定する。 

  なお、本日審議いただいた中間報告は、委員会の調査結果に基づくものであることから、３月２４日

の本会議における報告については、中間報告の内容を抜粋して行い、その文案については、正副委員長

に一任いただきたいが、これに異議ないか。 

（「異議なし」の声あり） 

○猫田孝委員長 

  異議がないようなので、そのようにさせていただく。 

なお、本日審議いただいた中間報告については、議会閉会後、知事に対して手交のうえ報告を行いた

いので承知おき願いたい。 

次に、事前に申し出を受けた報告案件として、新県庁舎建設工事の進捗状況について執行部からの報

告を求める。 

（執行部説明 大脇総務部次長（県庁舎建設担当）） 

○猫田孝委員長 

ただいまの報告に対して、質疑はないか。 

なお、質疑は一問一答でお願いする。 

○森治久委員 

  新県庁舎建設工事の財源について、国庫補助の金額はどれくらいか。また、どのようなメニューを活

用しているか。 

○渡辺県庁舎開設準備課長 
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  行政棟・議会棟本体工事の財源として、７億円超の国庫補助の活用を見込んでおり、メニューとして

は、社会資本整備総合交付金の住宅・建築物耐震改修事業の活用を予定している。 

○猫田孝委員長 

  質疑も尽きたようなので、これをもって、新県庁舎建設工事の進捗状況についての報告は終了する。 

以上で、本日の議事は終了したが、この際、ほかに何か御意見等はないか。また、執行部の方、何か

ないか。 

○川上哲也委員 

  今後、避難行動要支援者の避難に係る個別計画の策定が努力義務化される予定であるが、岐阜県は策

定があまり進んでいないようなので、個別計画の策定について、河川の増水を連絡する「ぎふ川と道の

アラームメール」を利用しながら、１対１ではなくグループ単位で策定するなど、今後のやり方を工夫

して進めてもらいたい。 

○宮前防災課長 

  「ぎふ川と道のアラームメール」については、個別計画における避難のタイミングを計る一つの手段

として検討していきたい。 

○川上哲也委員 

  災害が起きると、いろいろなデマなどが出回ることがあるため、県として「これは偽の情報だ」とい

ったメッセージを、災害用のホームページなどで発信するなどの対策を、今後進めていただきたい。 

○宮前防災課長 

  今後検討していきたい。 

○長屋光征委員 

  先日管財課より、以前、この委員会にてお願いした県有施設に関する著作物の調査結果をいただいた。

県立高校などに多くの著作物があるということであったが、著作物は建て替えや増築の際、大きな影響

を与える可能性がある。要望であるが、今後契約にあたっては著作権に関する事項について、期間を含

め契約書に記載するなど適切に行われたい。 

○猫田孝委員長 

  意見も尽きたようなので、これをもって、本日の委員会を終了する。 
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